
         

          真庭市地域ケア会議 
           作本 修一 



人口    ４６，８５４人 

高齢者数 17，２１６人        

高齢化率：36.74％ 

真庭市の高齢者 

内訳 

前期  

高齢者 

 ７，３２８人 

後期  

高齢者 

 9，８８８人 

H2９．４．１現在 住民基本台帳 



独居、高齢者夫婦世帯の増加 

世帯の状況 

独居 

高齢者夫婦 

 家族同居 

２１％ 

２０％ 

  （平成2８年住民基本台帳） 



 健康について、不安なこと（真庭市） 

0 10 20 30 40 50

ストレスを強く感じる 

癌や生活習慣病について 

運動不足と感じる 

寝たきりや認知症のこと 



真庭市の医療の問題 

医師数の減少（大学病院への医師引き揚げ）、 

診療科目の減少、さらに高齢化、病気、死亡による 

医院閉鎖 

看護師不足のため有床診療所、産科医院の減少 

地域住民の高齢化、独居、老々世帯の増加 

県北の救急指定病院の減少、救急を受け付けてい
る病院医師の疲弊 

医師会独自の活動では地域の健康は守れない 



真庭市医師会の取り組み 
 認知症かかりつけ医部会の立ち上げ（平成１９年） 

 

 地域包括支援センター、介護支援専門員との合同会議 

 

 地域認知症セミナーの相談コーナーへ医師派遣 

 

 認知症相談医の登録（全医療機関の７割を超える登録） 

 

 外来での認知症簡易スクリーニングの実施 

 

 ケアマネとの勉強会（医療講話：寺子屋）、懇談会、事例検討会 

 

 認知症クリティカルパスの作成  



医療と介護の連携アンケート調査 

• 医師 

  今のままで良い 

  連携はもっと進めて 

 

• ケアマネ 

  今のままで良い 

  連携はもっと進めて 

   

    

 

         １６名 

          ９名 

 

 

          ５名 

         ３０名  

 



ケアプランの熟知、報告 

• 医師（熟知） 
   全く知らない 
   少し知っている 
   大体知っている 
   よく知っている 

• ケアマネ 
   全員について報告している 
   必要のある利用者についてのみ 
   全く報告していない 

 
         ２名 
        １２名 
        １０名 
         １名 
 
         １名 
        ２６名 
         ６名 
    
  



医師ケアマネ懇談会 
         （現在は医師・多職種懇談会） 



真庭共通シート(真庭市ケアマネ９６％使用経験あり） 

現在医師会でＩＴ使用への準備
中 



共通シートの検討会 
     

○医師の側                               
外来だけでは把握できない患者さんの、生活の場における情報を得ることが
できる 

  認知症が適切に意見書に反映できる 

  内服の状況が把握でき、処方を考えるのに役立つ 

  家族の方からの連絡帳として情報が頂ける 

  医師の側からの情報提供も可能 

  ケアプランに医師の考えも伝えられる 

○ケアマネの側 
  同じ様式で情報を整理でき、経過、変化を把握することができる 

  簡単であり情報が迅速、簡単に伝えることが出来た 

  病院、医師と接する機会が増えた 

  県外の病院とコミュニケーションが図られた 

  コメント欄が狭い 

  管理の方法が分からない 

   

 

 



医療講話「寺子屋」 



医療講話寺子屋（平成22年から2～3カ月に一度） 

第 1回 外傷とショック 

第 3回 意識障害 鑑別のポイント 

第 5回 薬の副作用について 

第 7回 高齢者の皮膚疾患と褥瘡 

第 9回 便秘と下痢～見極めのポイント 

第11回 薬の話 

第13回 口腔ケアの基本 

第15回 口腔ケアの実践 

第17回 高齢者の睡眠障害 

第19回 高齢者の急変 

第21回 睡眠について 

第23回 嚥下リハビリ 

第25回 失語症 

第27回 熱傷 

第29回 意識障害 

第31回 夜間頻尿 

第 2回 糖にぃう病と高血圧症 

第 4回 高齢者の低栄養と胃ろう 

第 6回 よく解る呼吸器疾患の基本 

第 8回 認知症について 

第10回 疾患別リハビリと介護のポイント 

第12回 腰痛について 

第14回 高齢者の骨折 

第16回 高齢者の脱水 

第18回 医療・介護・在宅における薬剤師の役割 

第20回 食べるための工夫 

第22回 急変時の対応 

第24回 生活習慣病と認知症 

第26回 看取り 

第28回 糖尿病 

第30回 歯周病 

第3２回 高齢者の腰痛 



 真庭市認知症地域支援推進会議 
                   （平成２０年：真庭市）  
                       
   真庭保健所            真庭市歯科医師会 
   真庭市               真庭市薬剤師会 
   真庭市医師会 
   看護協会 
   真庭市社会福祉協議会 
   ＮＰＯ法人ケアマネ協会真庭支部 
   民生委員児童委員協議会 
   愛育委員会 
   医療ソーシャルワーカー協会 
   グループホーム連絡協議会 
   老人福祉施設協議会 
   ＮＰＯ法人こうけん 
   認知症の人の家族 
   キャラバンメイト代表 
      



事業計画，目標 

• 1．普及、啓発 

 

• ２．早期発見、治療 

 

• ３．見守りネットワーク 



キャラバンメイト養成 



認知症キャラバンメイト数３６８名 
（岡山県２，２３２名）平成2８年９月 
職種はさまざま：平成26年内訳 

• 男性      ２６名 
• 女性       ２２５名 
 
• 年齢 
  １０代     ９名 
  ２０代     ８名 
  ３０代    ３１名 
  ４０代    ２９名 
  ５０代    ６２名 
  ６０代    ９１名 
  ７０代    ２０名 
  ８０代     １名 

• 職種 
   行政職員      
   介護従事者      
   医療従事者      

   ボランティア    

   民生委員、福祉委員        
   社協職員        
   愛育委員、栄養委員        
   高校生、大学生 
   中学生 
 
    （内訳：平成２６年度 末）                        

４８名 

６７名 

１６名 

７０名 

２１名 

１２名 

８名 

９名 

１名 

 



キャラバンメイトの活動 

スキルアップ研修会（年数回） ブロック会（リーダー、サブリーダー） 



キャラバンメイトの活動 

市職員 社会福祉協議会 



キャラバンメイトの活動 

小学校の授業 中学校の授業 



キャラバンメイトの活動 

サロン 商工会青年部 



小
学
5
年
生
感
想
文 



各地のキャラバンメイトの活動 

家族会 
     落合なごみ会 
   蒜山家族会 

カフェ  
   そよ風（久世）、湯けむり（湯原）、のれん（勝山） 
   北房茶屋（北房）、ひまわり（落合） 
 
 

傾聴活動を開始  
    
    

 
 



傾聴ボランティア 

「まごころ」 

キャラバン・メイトが行うお話相手のボランティアです 

 「キャラバン・メイト」は、認知症になっても安心して暮らせるまちを目指して活動しているボランティアです。認知症カ
フェや認知症サポーター養成講座などを通じて、認知症予防や認知症の正しい理解の普及に取り組んでいます。「傾
聴ボランティア活動」は平成２８年度から新たに始めた活動です。 

          真庭市地域包括支援センター（久世庁舎）   ☎（0867）42-1079 

 北房地域支援センター（北房振興局内）    ☎（0866）52-2113 

 落合地域支援センター（落合  〃  ）   ☎（0867）52-1159 
 勝山地域支援センター（勝山  〃  ）   ☎（0867）44-2926 
 美甘地域支援センター（美甘  〃  ）   ☎（0867）56-2611 

 湯原地域支援センター（湯原  〃  ）   ☎（0867）62-2012 
 蒜山地域支援センター（蒜山  〃  ）   ☎（0867）66-2510  

〈 お申し込み・お問い合わせ先 〉 

《このような方が対象です》 
○おひとり暮らしの高齢者の方 
○話相手を求めている高齢者の方 
○物忘れが心配な方 
○介護している方  
○介護施設に入所されている方 
               

《活動内容》 
○月１回、１時間程度のお話相手です。 
※家事のお手伝いはお受けできません 
 ので、ご了承ください。 
 
 ○費用は無料です。 

○研修を受けたキャラバン・メイトが訪問します。 
○個人情報を他人に漏らすことはありません。 

一緒にお話しませんか 
 
話すことは 
  認知症予防になります 
安心とやすらぎを感じて 
  いただけると幸いです 
 

http://2.bp.blogspot.com/-QWluC_rw53k/UZSscAQsnJI/AAAAAAAASz8/ci7UDo4AeQ0/s800/ojiisan_face.png
http://2.bp.blogspot.com/-9dRsTLm5_oc/UZSsabsc1rI/AAAAAAAASzk/Moy3gGIHJvU/s800/obaasan_face.png


① 

 

 

 

 

  

 

② 市の地域包括支援
セン ター・地域支援
センター（連絡先は裏
面）にご相談ください。 

 ご本人・ご家族・地
域の方・ケアマネ
ジャー・介護関係者の
方など、どなたでもご
相談ください。 

 

 

③ ご本人、ご家族のご
希望をお聞きした上でお受
けします。 

 

 その後、担当のキャラバ
ン・メイトを決めさせてい
ただきます。原則２人です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④  

 

 

 初回は、市の担当者
等が一緒に訪問します。 

 お茶等の準備は一切
不要です。 

 相性等で不都合があ
る時には、遠慮なくお
申し出ください。 

 

 

 

 

はじめまして。 
「まごころ」です。 

利用の流れ 

話相手が 
ほしいなぁ 

ひとり暮らしのお母さ
んのことが心配。時々
訪問して話相手になっ

てもらえ 
ないかしら。 

現在34名のスタッフ 

http://1.bp.blogspot.com/-qA3qS2LbPlU/VaMN1uYmOII/AAAAAAAAvek/SvfEkS4X4tg/s800/woman_69.png
http://1.bp.blogspot.com/-V5T6dlbcR7I/VaMNvb7p9XI/AAAAAAAAvc8/daXFH_t8M9k/s800/oldwoman_92.png
http://4.bp.blogspot.com/-J4jLETIeuYk/VaMNvITY0xI/AAAAAAAAvdA/SxOJzu1B7d0/s800/oldwoman_91.png


家族会 
蒜山地区 勝山地区 



地域のカフェ 

そよ風カフェ なごみ会 



認知症サポーター数 
      （平成２９年１月末） 

 

 
真庭市  １０，０９４人  人口の２１％ 

 （今年度目標  １０，０００人） 

 

岡山県１１８，０７９人 （平成２８年３月）  





認知症セミナー 

医療相談(医師、看護師） 

介護保険相談 

     （ケアマネージャー、社会福祉協議会） 

口腔ケア相談（歯科医師、歯科衛生士） 

お薬相談（薬剤師会） 

栄養相談(栄養士、栄養委員） 

成年後見制度相談（ＮＰＯこうけん） 

キャラバンメイトによる寸劇 

グループホーム紹介 



介護保険相談 お口の相談 



医療の相談 成年後見制度の相談 



劇団キャラバンメイト 
   財布がない    迷子になった 



栄養指導コーナー グループホームの紹介 



エクササイズ 認知症パンフレット 



２．早期発見、治療 

1.物忘れ相談の実施により、早期発見と介護者の介
護相談に対応 

 

2.認知症に関わる関係者（医師、ケアマネ、訪問看護
師、ヘルパーなど）の研修 

 

3.認知症相談医や専門医との連携強化 

 



物忘れスクリーニング（浦上式） 



真庭市認知症クリティカルパス 

      紹介用       報告用 



　　毎月第3水曜日午後1時

 

老年神経科

真庭保健所

心の健康相談

　　　　　　　認知症診断、地域連携

本人、家族

ケアマネ、施設

真庭共通シート

物忘れ相談医

金田病院

脳神経外科
神経内科（水曜日）

心療内科

落合病院

月（午後）、水曜日

湯原温泉病院

神経内科（岡大）
２．４金曜日、午前中

紹介用パス

報告用パス

物忘れスクリーニング検査
長谷川式スケール

向陽台病院



阿部式認知症外来用 
ＢＰＳＤスコアの使用経験 



症例１ Ｍ．Ａ 76歳 女性 



症例２ Ｎ．Ｏ 76歳 女性 



症例３ 



     認知症事例検討会 
    専門医とかかりつけ医（3か月に1回開催） 


